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 経営戦略とは 1.1

経営戦略とは、下水道事業が将来にわたって安定的に事業を継続していくための中長期的な

経営の基本計画であり、施設に関する投資の見通しを試算した計画（投資試算）と、財源の見

通しを試算した計画（財源試算）を構成要素とし、投資以外の経費も含めた上で収入と支出が

均衡するよう調整した中長期の収支計画です。 

 また、経営戦略には、組織効率化・人材育成や広域化、PPP/PFI 等の効率化・経営健全化の

取り組みついても必要な検討を行い、取り組み方針を記載することが求められています。 

 
 策定の目的 1.2

各地方公共団体は、経営環境が厳しさを増す中にあっても、事業、サービスの提供を安定的

に継続できるよう、中長期的な視点に立った経営を行い、徹底した効率化、経営健全化に取り

組むことが必要です。 

そのためには、公営企業の中長期的な経営の基本計画である「経営戦略」を企業ごとに策定

し、それに基づく計画的かつ合理的な経営を行うことにより、経営基盤の強化と財政マネジメ

ントの向上を実現していくことが強く求められます。 

そのことから、中長期的な経営の取り組みや財政の見通しを明らかにするため「高浜市下水

道事業経営戦略」を策定します。 

 
 計画期間の設定 1.3

本計画は、2019（令和元）～2028（令和 10）年度の 10 年間を策定期間とします。 
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 下水道事業の概要 2.1

 2.1.1 事業概要 

 高浜市公共下水道事業は、平成 3 年度に事業着手、平成 10 年度に供用開始し、約 20 年が経

過しています。高浜市公共下水道事業の施設概要は次の通りです。 

表 2-1 事業概要（平成 29年度末） 

 

 2.1.2 下水道使用料体系 

 高浜市公共下水道事業における下水道使用料体系は、一般家庭用や業務用等で区別せず、一

律の下水道使用料体系を採用しています。 

超過分の使用に関しては、使用量よって単価を設定しています。 

表 2-2 下水道使用料体系 

 

 2.1.3 組織体制 

 下水道事業に従事している職員数は次表の通りです。 

表 2-3 下水道事業職員数 

項目 損益勘定所属職員 資本勘定所属職員 合計 

公共下水道事業 4 人 3 人 7 人 

10立方メートル
以下

10立方メートル
を超え

20立方メートル
以下

20立方メートル
を超え

30立方メートル
以下

30立方メートル
を超え

50立方メートル
以下

50立方メートル
を超え

100立方メートル
以下

100立方メートル
を超え

500立方メートル
以下

500立方メートル
を超えるもの

450円 30円 85円 130円 150円 170円 190円 235円

基本使用料

従量使用料(1立方メートルあたり【税別】)
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 現状分析 2.2

 過年度の状況を把握し、経営指標を用いた現状分析結果を示します。 
 2.2.1 普及状況 

 高浜市公共下水道事業の普及状況について示します。 

 公共下水道事業の人口普及率の推移を見ると、行政人口及び処理区域内人口の増加傾向に伴

い、普及率も 45％から 61％まで増加傾向にあります。 

 
図 2-1 普及率の推移 

 2.2.2 水洗化の状況 

 高浜市公共下水道事業の水洗化の状況について示します。 

公共下水道事業の処理人口及び水洗化人口の推移は、普及率の向上に伴い年々増加傾向して

います。水洗化率の推移については、ほぼ一定で推移しています。 

 
図 2-2 水洗化率の推移  
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 2.2.3 有収水量の状況 

 高浜市下水道事業の有収水量の状況について示します。 

 公共下水道事業の有収水量は、年々増加傾向にあります。 

有収率については、年度によってばらつきがみられるものの、98％～103％の高水準で推移

しています。有収率については、不明水や人孔蓋などからの雨天時浸入水の増加等により、ば

らつきが発生している可能性があります。 

 
図 2-3 有収率の推移 

 2.2.4 投資の状況 

 高浜市公共下水道事業の建設改良費に対する投資状況について示します。 

 公共下水道事業においては、現在も管路施設の整備を進めている段階であり、毎年多くの投

資を行っている状況です。 

事業費としては、平成 26 年度をピークとし、直近 3 ヵ年では若干の減少傾向が見られます。 

 
図 2-4 建設改良費の推移 
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 2.2.5 施設の整備状況 

 高浜市公共下水道事業の所有する下水道施設（管渠）の整備状況について示します。 

 管渠の整備延長の推移を見ると、事業着手から平成 29 年度迄の累計で約 165 ㎞（汚水 150

㎞、雨水 16 ㎞）の管渠が整備されています。 

平成 6 年から平成 14 年度にかけて、年間 7～10 ㎞の整備を実施しており、将来的には改築

時期が集中することが想定されます。 

 

図 2-5 管渠延長の推移 

 2.2.6 維持管理の状況 

 高浜市公共下水道施設における維持管理の状況を示す。 

① 維持管理費 

 公共下水道事業における維持管理費については以下に示す状況となっています。 

・年度によってばらつきがみられるが、近年では増加傾向に転じ、平成 29 年度では過去 10

ヵ年で最大の金額となっています。 
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図 2-6 維持管理費の推移 

  



高浜市下水道事業経営戦略 

7 

 2.2.7 職員の状況 

 高浜市公共下水道事業における過年度の職員数や給与費について示します。 

 公共下水道事業における職員数は、過去 10 ヵ年では、職員数 5 名～8 名で推移し、平成 29

年度は、職員 7 人体制となっています。 

 
図 2-7 職員数の推移 

 2.2.8 財務状況 

 高浜市公共下水道事業の財務状況について示します。 

① 収益的収支 

 収益的収入、収益的支出については年々増加傾向にあります。 

収益的収支比率（支出に対する収入の費用）は、年々増加傾向に推移し、平成 29 年度では

97.9％となっています。 

収益的収支の観点から見ると、若干の赤字収支となっていますが、年々改善されている状況

です。 

 
図 2-8 収益的収支の推移 
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② 汚水処理費・経費回収率 

 公共下水道事業の汚水処理費の推移を見ると、平成 23 年度をピークに減少傾向が見られて

いましたが、平成 27 年度以降は、増加傾向に転じています。 

 経費回収率の状況については、年々増加傾向にあり、平成 29 年度においては、88.6％まで

向上している状況です。 

 経費回収率とは、使用料収入で、維持管理費や起債の償還額がどれだけ賄えているかを示す

指標になります。 

100％を超過している場合は、維持管理費及び起債償還額を全て使用料で賄えており、非常

に良好な経営状況といえます。一方、100％未満の場合は、一般会計からの繰入金にて補填し

ていきます。 

 
図 2-9 汚水処理費・経費回収率の推移 

③ 企業債残高 

 過年度の投資で借入した起債について企業債残高の推移を見ると、減少傾向となっています。 

 
図 2-10 企業債残高の推移 
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 2.2.9 経営指標による分析結果 

経営指標を用いて高浜市下水道事業の経営状況の分析結果を示します。 

なお、本経営戦略で用いる経営指標は、“経営戦略ガイドライン、総務省”で示されている指

標とします。 

 

  上に示す経営指標を用い、全国平均や同規模都市平均と、高浜市下水道事業の直近３ヶ年

における指標値について比較を行った結果を示します。 

 

① 収益的収支比率（％） 

 公共下水道事業における直近 3ヶ年における

収益的収支比率を見ると、近年増加傾向にあり

95％程度まで向上しています。 

 比率が 100％未満であるため単年度の収支と

しては、赤字の状況であります。 

しかし、近年は増加傾向であり、経営改善 

に向けた取組の成果であるといえます。 

 今後も経営改善に向けて継続していくことが必要です。 

※収益的収支比率については、全国平均・同規模都市平均のデータがないため、全国平均及び同規模都市平均との比較不可 

 

 

  

【高浜市公共下水道事業で使用する経営指標】 

①収益的収支比率 

・総収益／(総費用＋地方償還金)× 100 

・地方債償還金を含めた収益的収支状況を見るための指標 

②経費回収率 

・下水道使用料／汚水処理費（公費負担分を除く）× 100 

・適正な使用料単価であるか、汚水処理費とのバランスにより評価するための指標 

③汚水処理原価 

・汚水処理費（公費負担分を除く）／年間有収水量 

・汚水処理費が適正であるかを見るための指標 

④水洗化率 

  ・現在水洗便所設置済人口／現在処理区域内人口 × 100 
・管渠施設の効率性や接続状況を見るための指標 

図 2-11 収益的収支比率の推移 
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② 経費回収率（％） 

 公共下水道事業における経費回収率を見ると、

平成 28 年で約 80％となっており、下水道使用

料で使用料対象経費となる汚水処理費を全て賄

えていません。 

今後は、適正な使用料収入の確保及び汚水処

理費の削減に係る取り組みが必要です。 

 ただし、同規模都市平均と比較すると本市の

下水道事業は、若干ではあるが高い経費回収率 

となっている状況です。 

 

 

③ 汚水処理原価(円) 

 公共下水道事業における汚水処理原価を見る

と、全国平均と比べると高い原価となっていま

すが、同規模都市平均と比較するとやや低い原

価となっている状況です。 

 

 

 

④ 水洗化率 

 公共下水道事業における水洗化率を見ると、

80%を推移している状況です。 

全国平均及び同規模都市平均に比べると低い

値となっています。 

今後は、下水道の整備と合わせ、水洗化率向

上の取り組みが必要となっていきます。 

 

  

図 2-12 経費回収率の比較 

図 2-13 汚水処理原価の比較 

図 2-14 水洗化率の比較 
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高浜市下水道事業の経営における基本方針については以下の通りとします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

【経営の基本方針】 

  安全で快適な下水道 

 

施策１ 合理的な投資による公共下水道の普及促進と適正管理の実施 

・汚水処理の概成を目指して効率的に普及を進めます。 

・現在の下水道機能が維持できるよう適切な維持管理を実施します。 

施策２ 公共下水道事業の経営の安定 

・下水道事業を持続的かつ安定的に経営していくため、収入・支出の両面から経

営健全化に取り組みます。 

施策３ 市民サービスの向上 

・下水道事業について分かり易い情報発信を行い情報共有の推進を図ります。 
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 事業費投資額の予測 4.1

本市公共下水道事業においては、下水道計画区域約 890ha のうち約 509ha が整備済み（平

成 29 年度末）であり、未整備箇所が多く残っており、今後も継続して、下水道施設の整備を

進めていく状況です。 

経営戦略計画期間中の事業投資計画については、本市で別途整理されている重点アクション

プランに準拠し投資額の整理を行います。 

 

図 4-1 事業投資予定額 

 今後の事業投資額については、今後も下水道整備を継続していくため、増加傾向となること

が想定されます。 

 

 起債償還費の予測  4.2

過年度に借入れた起債に対する償還額及び今後の下水道整備事業によって借入予定の起債額

に対する償還額を算定した結果を示します。 

 
図 4-2 起債償還予定額 

起債償還額については、2022 年度をピークとし減少傾向に向かうことが想定されます。 
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 将来人口の予測 4.3

今後も下水道整備を継続的に実施していくことから、下水道処理区域内人口及び水洗化人口

は増加傾向のなるものと想定されます。 

 
図 4-3 将来人口の予測結果 

 有収水量の予測 4.4

 有収水量の予測にあたっては、以下の式により算定します。 
 ■有収水量＝水洗化人口×1 人当り有収水量 

   ・１人あたり有収水量は、平成 29 年度の実績値と同様であるものと想定し、0.298m3/
日・人と設定。 

 本市の有収水量については、水洗化人口の増加に伴い増加傾向と想定されます。 

 
図 4-4 有収水量の予測結果 

 下水道使用料収入の予測 4.5

下水道使用料の予測にあたっては、以下の式により算定します。 
■下水道使用料＝使用料単価×有収水量 

・使用料単価は、平成 29 年度の実績値をベースとし、132.9 円/m3 と設定。 

 
図 4-5 下水道使用料の予測結果 

下水道使用料については、有収水量の増加に伴い増加傾向と想定されます。 
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 財政収支の予測 4.6

 4.6.1 収益的収支 

計画期間中の収益的収支については、収入と支出が均衡する状況が続くものと想定されます。

法適用後の評価の指標である「経常収支比率（収益的支出/収益的収支）」が 100％となる見込

みであり、良好な経営状況といえます。 

 
図 4-6 収益的収支の予測 

 
 4.6.2 資本的収支 

計画期間中の資本的収支については、収入＜支出となると想定され赤字となる見通しです。

赤字の補填のために一般会計からの繰入金が必要となります。 

 
図 4-7 資本的収支の予測 

 
※上記の収支（収益的、資本的）については、法適用後の収支である。 
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表 4-1 投資・財政計画（収益的収支（法適用後）） 
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表 4-2 投資・財政計画（資本的収支（法適用後）） 
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表 4-3 【参考】投資・財政計画（法適用前） 
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表 4-3 【参考】投資・財政計画（法適用前） 
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 今後の下水道事業における効率化・経営健全化のための取り組み方針の整理結果を示します。 
 

表 5-1 効率化・経営健全化に向けた取り組み事項 

項目 検討事項 

投資に関する取

り組み 

広域化・共同化・最適化

に関する事項 

・連携協約や協議会制度を活用した事務の共

同処理等 

・事務の委託・代替執行の制度を活用した事

務の効率化 

投資の平準化に関する事

項 

・ストックマネジメントによる計画的な改築

の推進  

民間活力の活用に関する

事項 
・改築事業を含めた PPP/PFI の導入 

財源確保に関す

る取り組み 

使用料の見直しに関する

事項 

・料金体系の見直しによる一般会計繰入金の

抑制 

資産活用に関する事項 ・採算性のある資源利用方法の調査 

投資以外の経費

節減等に関する

取り組み 

民間活力の活用に関する

事項 
・包括的民間委託の導入・適用拡大 

主要な経費に関する事項 

・職員給与費の増加抑制（業務量の分散化・

平準化） 

・修繕費の適正化（ライフサイクルコストの

抑制） 

・管渠の計画的な調査・点検 
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経営戦略は社会情勢や経済状況とともに、見直しが必要となります。 
そのため本市では、毎年、進捗管理（モニタリング）を行うとともに、５年後ごとに見直し

（ローリング）を図ります。 
また、PDCA サイクル※の確立を図り、健全で持続可能な経営となるよう努めていきます。 
 
※PDCA サイクルとは 

Plan（計画）：計画(目標)を立てる 
Do（実施）：計画(目標)を達成するために行動する 
Check（検証・評価）：計画(目標)と実績の相違を把握し評価する 
Action（見直し・改善）：評価した内容をもとに計画の見直しをする 

 

 

Plan
計画

Do
実施

Check
検証・評価

Action
見直し・改善


